
姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
。
そ
の
先
へ

姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
。
そ
の
先
へ

姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
。
そ
の
先
へ

ケローナ市の街並み

　
市
で
は
、
昭
和
56
年
2
月
に
カ
ナ
ダ
の
ケ
ロ
ー
ナ
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
、
こ
の
2
月
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ケ
ロ
ー
ナ
市
と
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
親
善
訪
問
団
の
派

遣
・
歓
迎
や
青
年
大
使
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
市
民
交

流
を
行
い
、
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
魅
力
や
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
両
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
実

際
に
交
流
し
た
皆
さ
ん
に
姉
妹
都
市
交
流
へ
の
思
い
を
聞
き

ま
し
た
。

ケローナ市
ケローナ市は、カナダ太平洋岸ブリティッシュ・コロンビア
州のバンクーバー市から東へ約 395 ㎞に位置し、街の中央
にはオカナガン湖があり、湖周辺の盆地に開けた都市です。
人口：約 12万 7500人【春日井市：約 31万 1000人】
面積：211.82㎢【春日井市：92.78㎢】

　
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
、リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、サ
ク
ラ

ン
ボ
、ブ
ド
ウ
な
ど
多
く
の

果
樹
園
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。気
候
は
比

較
的
温
暖
で
、オ
カ
ナ
ガ
ン

湖
を
は
じ
め
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
さ
え
愛
セ
ン
タ
ー（
☎
5
6－

1
9
4
3
）

　昭和52年からケローナ市との間で、青少年を中心とした市民間交流が始まり、翌53年、ケローナ市長から青少年
訪問団を通じて姉妹都市提携を希望するメッセージが届けられたことがきっかけで、昭和56年２月にケローナ市で
姉妹都市提携調印式を行い、姉妹都市交流がスタート。今日まで活発な交流が続き、友好関係を築いてきました。

ブ
リ
テ
ィッシュ・コロンビア州　

ケロ
ー
ナ
市

姉
妹

都市
提携40周

年

バンクーバー

ビクトリア

カナダ

アメリカ合衆国

ブリティッシュ・
コロンビア州

ケローナ

昭
和
58
年

昭
和
59
年

写
真
展

　
姉
妹
都
市
交
流
40
年
の
歩
み
を
振
り

返
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
場
所
：
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

展
示
期
間
：
２
月
26
日（
金
）ま
で

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

　
よ
り
、延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

　
40
周
年
を
記
念
し
、姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
さ
ら
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、「
春
日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
」

が
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
に
関

連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
な
ど

の
P
R
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

P
R
動
画
制
作

 

40
周
年
を
機
に
、さ
ら
に
姉
妹
都
市
交

流
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う「
春

日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
」が
P
R

動
画
を
制
作
し
ま
す
。

公
開
場
所
：「
J
R
春
日
井
駅
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
」「
市
公
式
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
」な
ど

記
念
事
業
以
外
に
も
、市
民
交
流
や
親

善
を
目
的
に
、親
善
訪
問
団
と
さ
ま
ざ

ま
な
相
互
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
56
年

平
成
９
年

平
成
３
年

平
成
13
年

姉妹都市提携調印式
【ケローナ市】

「ケローナ通り」完成
記念碑「セイル」建立
【春日井市】「春日井公園

（春日井ガーデン）」起工
【ケローナ市】

提携10周年記念
記念植樹

【春日井市（ケローナ通り）】 記念碑「友情の輪」建立
【ケローナ市（春日井公園）】

平
成
30
年

記念碑「友情の輪」建立
【春日井市（市役所南）】

親善訪問団との
春日井まつりパレードの様子

姉
妹
都
市
提
携
40
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

ゴルフ場が多
数点在

特 

色

冬は大自然でスキーを満喫冬は大自然でスキーを満喫

ケローナ市は、カナダ太平洋岸ブリティッシュ・コロンビア
州のバンクーバー市から東へ約 395 ㎞に位置し、街の中央
にはオカナガン湖があり、湖周辺の盆地に開けた都市です。
人口：約 12万 7500人【春日井市：約 31万 1000人】
面積：211.82㎢【春日井市：92.78㎢】

ってどんなまち？ケローナ市ってどんなまち？

ケローナ市のまちなみ（オカナガン湖畔）

ケローナ市
（春日井公園）

提携20周年記念・記念植樹
【ケローナ市（春日井公園）】
提携20周年記念・記念植樹

【春日井市（市役所ポケットパーク）】
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流
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先
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み
。
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先
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流
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の
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み
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そ
の
先
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ケローナ市の街並み

　
市
で
は
、
昭
和
56
年
2
月
に
カ
ナ
ダ
の
ケ
ロ
ー
ナ
市
と
姉

妹
都
市
提
携
を
結
び
、
こ
の
2
月
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ケ
ロ
ー
ナ
市
と
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
親
善
訪
問
団
の
派

遣
・
歓
迎
や
青
年
大
使
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
市
民
交

流
を
行
い
、
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
魅
力
や
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
両
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
実

際
に
交
流
し
た
皆
さ
ん
に
姉
妹
都
市
交
流
へ
の
思
い
を
聞
き

ま
し
た
。

ケローナ市
ケローナ市は、カナダ太平洋岸ブリティッシュ・コロンビア
州のバンクーバー市から東へ約 395 ㎞に位置し、街の中央
にはオカナガン湖があり、湖周辺の盆地に開けた都市です。
人口：約 12万 7500人【春日井市：約 31万 1000人】
面積：211.82㎢【春日井市：92.78㎢】

　
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
、リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、サ
ク
ラ

ン
ボ
、ブ
ド
ウ
な
ど
多
く
の

果
樹
園
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。気
候
は
比

較
的
温
暖
で
、オ
カ
ナ
ガ
ン

湖
を
は
じ
め
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

さ
さ
え
愛
セ
ン
タ
ー（
☎
5
6－

1
9
4
3
）

　昭和52年からケローナ市との間で、青少年を中心とした市民間交流が始まり、翌53年、ケローナ市長から青少年
訪問団を通じて姉妹都市提携を希望するメッセージが届けられたことがきっかけで、昭和56年２月にケローナ市で
姉妹都市提携調印式を行い、姉妹都市交流がスタート。今日まで活発な交流が続き、友好関係を築いてきました。

ブ
リ
テ
ィッシュ・コロンビア州　

ケロ
ー
ナ
市

姉
妹

都市
提携40周

年

バンクーバー

ビクトリア

カナダ

アメリカ合衆国

ブリティッシュ・
コロンビア州

ケローナ

昭
和
58
年

昭
和
59
年

写
真
展

　
姉
妹
都
市
交
流
40
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の
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返
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真
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開
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し
ま
す
。

展
示
場
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：
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

展
示
期
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：
２
月
26
日（
金
）ま
で

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

　
よ
り
、延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

　
40
周
年
を
記
念
し
、姉
妹
都
市
提
携
に

つ
い
て
さ
ら
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、「
春
日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
」

が
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
に
関

連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
な
ど

の
P
R
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

P
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動
画
制
作

 

40
周
年
を
機
に
、さ
ら
に
姉
妹
都
市
交

流
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う「
春

日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
」が
P
R

動
画
を
制
作
し
ま
す
。

公
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春
日
井
駅
デ
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ル
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イ
ネ
ー
ジ
」「
市
公
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Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
」な
ど

記
念
事
業
以
外
に
も
、市
民
交
流
や
親

善
を
目
的
に
、親
善
訪
問
団
と
さ
ま
ざ

ま
な
相
互
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
56
年

平
成
９
年

平
成
３
年

平
成
13
年

姉妹都市提携調印式
【ケローナ市】

「ケローナ通り」完成
記念碑「セイル」建立
【春日井市】「春日井公園

（春日井ガーデン）」起工
【ケローナ市】

提携10周年記念
記念植樹

【春日井市（ケローナ通り）】 記念碑「友情の輪」建立
【ケローナ市（春日井公園）】

平
成
30
年

記念碑「友情の輪」建立
【春日井市（市役所南）】

親善訪問団との
春日井まつりパレードの様子

姉
妹
都
市
提
携
40
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

ゴルフ場が多
数点在

特 

色

冬は大自然でスキーを満喫冬は大自然でスキーを満喫

ケローナ市は、カナダ太平洋岸ブリティッシュ・コロンビア
州のバンクーバー市から東へ約 395 ㎞に位置し、街の中央
にはオカナガン湖があり、湖周辺の盆地に開けた都市です。
人口：約 12万 7500人【春日井市：約 31万 1000人】
面積：211.82㎢【春日井市：92.78㎢】

ってどんなまち？ケローナ市ってどんなまち？

ケローナ市のまちなみ（オカナガン湖畔）

ケローナ市
（春日井公園）

提携20周年記念・記念植樹
【ケローナ市（春日井公園）】
提携20周年記念・記念植樹

【春日井市（市役所ポケットパーク）】
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私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
一
週

間
ケ
ロ
ー
ナ
市
に
滞
在
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
温
か
く
、

私
自
身
英
語
が
苦
手
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
で
話

し
か
け
よ
う
と
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ケ
ロ
ー
ナ
の
ス
カ
ウ
ト
団
と
は
、

和
菓
子
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
食
文

化
を
紹
介
し
た
り
、
ケ
ロ
ー
ナ
伝
統

工
芸
の
刺
繍
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う

な
ど
の
文
化
交
流
や
合
同
キ
ャ
ン
プ

で
一
緒
に
料
理
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
全
て
が
貴
重
な
経
験
で
大
切
な

思
い
出
で
す
。
交
流
を
通
じ
て
、
自

分
の
世
界
が
よ
り
広
が
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
で
交
流
活
動
も
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
ケ

ロ
ー
ナ
市
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
私
は
ケ
ロ
ー
ナ
青
年
大
使（
レ

デ
ィ
・
オ
ブ
・
ザ
・
レ
イ
ク
）と
し
て
第

43
回
春
日
井
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
て
、日
本

文
化
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。素
晴
ら
し
い
食
事
や
書
道
体
験
、

着
物
の
試
着
体
験
は
一
生
に
一
度
の

体
験
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
好
意
的
で
優
し
い
春
日
井
市
の
皆

さ
ん
は
い
つ
ま
で
も
私
の
心
の
中
に

い
て
、ケ
ロ
ー
ナ
市
役
所
の
そ
ば
に
あ

る
春
日
井
公
園
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
友
情
の
輪
」を
訪
れ
る
た
び
に
日
本

で
過
ご
し
た
時
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
っ
て
、交
流
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、ケ
ロ
ー
ナ
と
春
日
井
の
姉

妹
都
市
関
係
が
、こ
の
先
何
十
年
に
も

わ
た
っ
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ロ
ー
ナ
市
は
春
日
井
市
の

姉
妹
都
市
と
し
て
40
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
姉
妹
都
市
関
係
は

非
常
に
有
意
義
で
あ
り
、

1
9
8
1
年
に
つ
つ
ま
し
く
始

ま
っ
て
か
ら
、
ケ
ロ
ー
ナ
の

人
々
は
こ
の
温
か
く
寛
大
な
友

情
の
恩
恵
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

享
受
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
で
は
、
春
日
井
市
と
日
本
の

文
化
は
ケ
ロ
ー
ナ
の
文
化
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
市
の
中
心
に
あ
る

美
し
い
「
春
日
井
公
園
」
は
、

春
日
井
市
か
ら
贈
ら
れ
た
設
計

図
を
も
と
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
こ
は
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
住
民
や
訪
問
者
に
楽
し
ま
れ

て
い
る
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
球
と
社
会
に
目
を
向
け
る

と
環
境
問
題
と
高
齢
化
問
題
は

両
市
の
共
通
の
課
題
で
す
。
私

た
ち
の
社
会
は
多
く
の
点
で
異

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
多
く

の
共
通
点
が
あ
り
、
そ
の
共
通

点
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
私

た
ち
を
結
び
つ
け
る
つ
な
が
り

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
春
日
井
市
が
相
互
の
文
化
、

社
会
、
経
済
に
お
い
て
縁
を
深

め
、
友
情
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
と
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
、
春
日

井
市
と
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
友
好
関

係
が
、
今
後
も
発
展
し
続
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
春
日
井
市
と
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
姉

妹
都
市
交
流
が
、
40
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
を
、
大

変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
二
つ
の

都
市
が
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
越

え
て
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
お
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
と
、
友
情
を
大
切
に
し
た

い
と
思
う
心
で
あ
り
、
交
流
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
春
日
井
市
は
昭
和
56
年
２
月

５
日
に
ケ
ロ
ー
ナ
市
と
姉
妹
都

市
提
携
し
、
そ
の
友
好
の
証
と

し
て
、
春
日
井
市
で
は
「
ケ

ロ
ー
ナ
通
り
」
へ
記
念
碑
「
セ

イ
ル
」
を
設
置
し
、
ケ
ロ
ー
ナ

市
に
は
日
本
庭
園
の
「
春
日
井

公
園
」
が
造
ら
れ
、
交
流
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
団
体
で
あ
る
春

日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
と

協
力
・
連
携
を
し
、
相
互
の
理

解
と
友
情
を
深
め
る
た
め
、
交

流
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
訪
問

団
の
派
遣
、
受
け
入
れ
や
毎

年
、
春
日
井
ま
つ
り
の
開
催
時

期
に
合
わ
せ
て
来
訪
す
る
ケ

ロ
ー
ナ
青
年
大
使
の
歓
迎
に
加

え
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
40
年
間
で
培
っ
て

き
た
友
情
と
信
頼
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
よ
う
、
両
市
の
皆

様
と
と
も
に
交
流
の
輪
が
増
々

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（
日
本
語
訳
）

（
日
本
語
訳
）

春日井ガールスカウト団
中西　玲奈

ケローナ青年大使
プリヤーリ・カンティ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

春日井 - Kasugai -ケローナ - Kelowna -

Inter    view

新型コロナウイルスの影響により国際交  　流が制限される中、コロナを乗り越え、

  姉妹都市交流への  　思いを聞きました。
この絆を未来につなげるために令和元年      度、実際に交流活動をした皆さんに、

Colin・Basran
（コリン・バスラン）
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私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
一
週

間
ケ
ロ
ー
ナ
市
に
滞
在
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
温
か
く
、

私
自
身
英
語
が
苦
手
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
で
話

し
か
け
よ
う
と
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ケ
ロ
ー
ナ
の
ス
カ
ウ
ト
団
と
は
、

和
菓
子
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
食
文

化
を
紹
介
し
た
り
、
ケ
ロ
ー
ナ
伝
統

工
芸
の
刺
繍
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う

な
ど
の
文
化
交
流
や
合
同
キ
ャ
ン
プ

で
一
緒
に
料
理
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
全
て
が
貴
重
な
経
験
で
大
切
な

思
い
出
で
す
。
交
流
を
通
じ
て
、
自

分
の
世
界
が
よ
り
広
が
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
で
交
流
活
動
も
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
ケ

ロ
ー
ナ
市
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
私
は
ケ
ロ
ー
ナ
青
年
大
使（
レ

デ
ィ
・
オ
ブ
・
ザ
・
レ
イ
ク
）と
し
て
第

43
回
春
日
井
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し

た
。ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
本
当
の
家

族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
て
、日
本

文
化
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。素
晴
ら
し
い
食
事
や
書
道
体
験
、

着
物
の
試
着
体
験
は
一
生
に
一
度
の

体
験
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
好
意
的
で
優
し
い
春
日
井
市
の
皆

さ
ん
は
い
つ
ま
で
も
私
の
心
の
中
に

い
て
、ケ
ロ
ー
ナ
市
役
所
の
そ
ば
に
あ

る
春
日
井
公
園
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
友
情
の
輪
」を
訪
れ
る
た
び
に
日
本

で
過
ご
し
た
時
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
っ
て
、交
流
が
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、ケ
ロ
ー
ナ
と
春
日
井
の
姉

妹
都
市
関
係
が
、こ
の
先
何
十
年
に
も

わ
た
っ
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
ケ
ロ
ー
ナ
市
は
春
日
井
市
の

姉
妹
都
市
と
し
て
40
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
姉
妹
都
市
関
係
は

非
常
に
有
意
義
で
あ
り
、

1
9
8
1
年
に
つ
つ
ま
し
く
始

ま
っ
て
か
ら
、
ケ
ロ
ー
ナ
の

人
々
は
こ
の
温
か
く
寛
大
な
友

情
の
恩
恵
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

享
受
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
で
は
、
春
日
井
市
と
日
本
の

文
化
は
ケ
ロ
ー
ナ
の
文
化
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
市
の
中
心
に
あ
る

美
し
い
「
春
日
井
公
園
」
は
、

春
日
井
市
か
ら
贈
ら
れ
た
設
計

図
を
も
と
に
造
ら
れ
た
も
の
で

す
。
そ
こ
は
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
住
民
や
訪
問
者
に
楽
し
ま
れ

て
い
る
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
球
と
社
会
に
目
を
向
け
る

と
環
境
問
題
と
高
齢
化
問
題
は

両
市
の
共
通
の
課
題
で
す
。
私

た
ち
の
社
会
は
多
く
の
点
で
異

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
多
く

の
共
通
点
が
あ
り
、
そ
の
共
通

点
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
私

た
ち
を
結
び
つ
け
る
つ
な
が
り

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
春
日
井
市
が
相
互
の
文
化
、

社
会
、
経
済
に
お
い
て
縁
を
深

め
、
友
情
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
日

本
と
カ
ナ
ダ
の
よ
う
に
、
春
日

井
市
と
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
友
好
関

係
が
、
今
後
も
発
展
し
続
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
春
日
井
市
と
ケ
ロ
ー
ナ
市
の
姉

妹
都
市
交
流
が
、
40
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
を
、
大

変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
二
つ
の

都
市
が
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
越

え
て
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
お
互
い
を
思
い
や
る

気
持
ち
と
、
友
情
を
大
切
に
し
た

い
と
思
う
心
で
あ
り
、
交
流
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
春
日
井
市
は
昭
和
56
年
２
月

５
日
に
ケ
ロ
ー
ナ
市
と
姉
妹
都

市
提
携
し
、
そ
の
友
好
の
証
と

し
て
、
春
日
井
市
で
は
「
ケ

ロ
ー
ナ
通
り
」
へ
記
念
碑
「
セ

イ
ル
」
を
設
置
し
、
ケ
ロ
ー
ナ

市
に
は
日
本
庭
園
の
「
春
日
井

公
園
」
が
造
ら
れ
、
交
流
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
団
体
で
あ
る
春

日
井
市
姉
妹
都
市
市
民
の
会
と

協
力
・
連
携
を
し
、
相
互
の
理

解
と
友
情
を
深
め
る
た
め
、
交

流
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
訪
問

団
の
派
遣
、
受
け
入
れ
や
毎

年
、
春
日
井
ま
つ
り
の
開
催
時

期
に
合
わ
せ
て
来
訪
す
る
ケ

ロ
ー
ナ
青
年
大
使
の
歓
迎
に
加

え
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
40
年
間
で
培
っ
て

き
た
友
情
と
信
頼
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
よ
う
、
両
市
の
皆

様
と
と
も
に
交
流
の
輪
が
増
々

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（
日
本
語
訳
）

（
日
本
語
訳
）

春日井ガールスカウト団
中西　玲奈

ケローナ青年大使
プリヤーリ・カンティ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

春日井 - Kasugai -ケローナ - Kelowna -
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新型コロナウイルスの影響により国際交  　流が制限される中、コロナを乗り越え、

  姉妹都市交流への  　思いを聞きました。
この絆を未来につなげるために令和元年      度、実際に交流活動をした皆さんに、
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